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＜病棟連絡事項＞
・特記事項無し。

＜患者様連絡事項＞
・照井　澄子様～血糖3検指示（6/18～6/23）あり。

・四戸　壽子様～各食数口程度。発熱持続し、酸素投与も継続している。馬渡Dr.指示にて補液継続指示あり。主管2本/日、タゾピペ4.5+生食100ml2回/日　3日分処方。

・大久保　和子様～排便-7日目。主治医より下剤増量している為、浣腸はせずＩＦオーダー使用にて様子見るよう指示あり。

・大道　サト様～16：00体温37.9℃。体熱感著明で活気無し。呼吸器症状無し。主治医へ状態報告行い、補液YDソリタ500ml+ダイビタミックス1A、アスコルビン酸1A指示あり。

・柳町　信之様～便秘時IFオーダー追加。ピコスルファートNa1本処方。

[bookmark: _GoBack]・青木　昭弘様～主治医より、夕食後薬ロドピン(25）1Tとレボトミン(25）1T除剤指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。朝食時、飛び出し行為ありスタッフ2名で対応。開放観察中は他者へ対する迷惑行為頻回で自制出来ず。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。覚醒状態よく疎通良好。各食、自力で座位保持し全量摂取、スタッフ付き添にて入浴実施。再拘束時の拒否、抵抗、その他不穏さ無し。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・中村　実様～体温36.8～37.0℃、体熱感ありクーリング施行。酸素飽和度低下なし。
追視しているが、発語は無い。四肢浮腫持続。

・照井　澄子様～体温37.2～37.9℃、クーリング施行。他バイタルサイン異常なし。各食数口のみ摂取。傾眠しているが声掛けにて開眼し小声で返答あり。

・四戸　壽子様～体温37.4～37.7℃、クーリング施行。13:30酸素飽和度91％の為、酸素2L→3Lへ増量。以降酸素飽和度96％で経過。朝食は1/4、昼食は数口のみ摂取。時折大声で叫ぶことあるが、ケア時の抵抗や粗暴性は無い。

＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～特定男性患者様に対して被害的になる事あるが、距離を取る事で不穏興奮無く過ごす事は出来ている。措置解除に向けて支援していく。

・三浦　英男様～来詰され「マリア様、三つ子、こっちとあっちにいる」と訴え聞かれている。訴え傾聴後納得した様子で立ち去っている。退院支援としてはみちのく記念病院転院方向で調整中。

